
c 久保知行 2021
0

少子高齢化・雇用と社会保障
（社会保障論③）

Ⅰ 日本の人口動向

Ⅱ 人口ピラミッドの推移

Ⅲ 労働力・就業率の動向

Ⅳ 非正規雇用の問題

Ⅴ 労働環境の変化

（教科書『身につく役立つ社会保障』第３章に対応）

２０２２年９月

株式会社 久保総合研究所

年金数理人 久保知行

邦暦→西暦

昭和＋２５

平成ー１２

令和＋１８



c 久保知行 2021
1

＜高齢化の現状＞

＜出所：『高齢社会白書（令和4年版）』第１章第１節表1－1－1＞

（高齢化率は28.9％）

Ⅰ 日本の人口動向 教33



c 久保知行 2021
2

＜高齢化の推移と将来推計＞

＜出所：『高齢社会白書（令和4年版）』第１章第１節図1－1－2＞

（2065年の日本：9,000万人を割り込む総人口、
約2.6人に1人が65歳以上、約3.9人に1人が75歳以上）

教30-32
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＜人口の動向の背景：出生率＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第１節＞

（平均寿命の伸びと出生数の減少が大きく影響）

教31
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（出生率（しゅっしょうりつ）関連用語）

＜出所：厚生労働省 「出生に関する統計」の概況「用語の解説」＞

教30-31
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＜人口の動向の背景：平均寿命＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第２節＞

（平均寿命の伸びと出生数の減少が大きく影響）

教34

平均寿命：０歳からの残存年数期待値
平均余命：X歳からの残存年数期待値
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＜地域別にみた高齢化＞

＜出所：『高齢社会白書（令和4年版）』第１章第１節４＞

令和3(2021）年現在の高齢化率は、最も高い秋田県で
38.1％、最も低い東京都で22.9％となっている。今後、高
齢化率は、全ての都道府県で上昇し、令和27（2045）年
には、最も高い秋田県では50.1％となり、最も低い東京都
でも、30％を超えて30.7％に達すると見込まれている。

また、首都圏を見ると、埼玉県の高齢化率は、令和
3(2021）年の27.2％から8.6ポイント上昇し、令和27（
2045）年には35.8％に、神奈川県では25.7％から9.5ポイ
ント上昇し35.2％になると見込まれるなど、今後、我が国

の高齢化は、大都市圏を含めて全国的な広がりを見るこ
ととなる。

（県別：https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2022/zenbun/pdf/1s1s_04.pdf）

教34
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＜人口の長期推移（と見通し）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第１節＞

（今後は、高齢者数の伸びの鈍化と64歳までの人口減少の加速により、
高齢化率の伸びが鈍化し、人口全体が減少する）

教34-37
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＜年齢階級別人口増減率の推移（5年ごと）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第１節＞

（総人口減少の背景は、高齢者数の伸びの鈍化と64歳までの人口減少の加速）

教34-37
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＜平均寿命の推移と将来推計＞

＜出所：『高齢社会白書（令和4年版）』第１章第１節図1－1－4＞

（将来の平均寿命は男性 84.95年、女性91.35年）

教34
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＜世界の高齢化率の推移＞

＜出所：『高齢社会白書（令和4年版）』第１章第１節図1－1－6＞

（今後半世紀で世界の高齢化は急速に進展、我が国は世界で最も高い高齢化率）
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＜主要国における高齢化率が７％から14％へ要した期間＞

＜出所：『高齢社会白書（令和4年版）』第１章第１節図1－1－7＞

人口に占める高齢者（65歳以上）の割合による区分
高齢化社会＝ 7％を超えている状態
高齢社会 ＝14％を超えている状態
超高齢社会＝21％を超えている状態
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＜65歳以上の一人暮らしの者の動向＞

＜出所：『高齢社会白書（令和4年版）』第１章第１節図1－1－9＞

（65歳以上の者：いる世帯は全世帯の約半分、一人暮らしの者が増加傾向）

教36
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＜高齢化の社会保障給付費に対する影響＞

＜出所：『高齢社会白書（令和４年版）』第１章第１節図1－1－13＞

（過去最高となった社会保障給付費、高齢者関係給付費は引き続き増加）
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＜人口ピラミッド（1990年）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第１節＞

0～14歳 （年少人口）
15～64歳 （生産年齢人口）
65歳以上 （老年人口）

Ⅱ 人口ピラミッドの推移
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＜人口ピラミッド（2019年）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第１節＞
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＜人口ピラミッド（2040年推計）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第１節＞

（2040年の人口ピラミッドは、

高齢期に膨らみをもった縦に
細長い形へ変化している）
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞



c 久保知行 2021
21

＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞



c 久保知行 2021
22

＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞
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＜出所：国立社会保障・人口問題研究所「人口ピラミッドの画像」＞

＜人口ピラミッドの推移 1965年⇒2065年＞



c 久保知行 2021
37

Ⅲ 労働力・就業率の動向

＜出所：『労働力調査』用語の解説＞

＜就業状態の区分＞

教40
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＜労働力人口と就業者数＞

＜出所：『労働力調査』基本集計2021年度統計表第１表抜粋＞

（労働力人口は▲8 万人（比率は ▲0.1 ポイント）、就業者は▲ 9 万人
（就業率は＋ 0.1 ポイント、雇用者は 増減なし）

教40-41
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＜就業率の推移＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（人口は減少に転じているが、女性や高齢者を中心に就業率は上昇）
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＜労働力人口・就業者数の推移＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（労働力人口や就業者数は、人口減少下にあっても、女性や高齢者の就業率
上昇により、1990年代後半の水準を維持）
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＜就業者数の増減（季節調整値、指数）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和3年版）図表１－１－１－３＞

（新型コロナの影響で、2020年4月には休業者数が急増し、
就業者数も大幅に減少）
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＜完全失業率、有効求人倍率の推移（季節調整値）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和3年版）図表１－１－１－４＞

（新型コロナ感染拡大前と比べて完全失業率は高い水準で、
有効求人倍率も大きく低下等、雇用情勢に厳しさが見られる状況）



c 久保知行 2021
43

＜労働力人口と労働力率の見通し/就業者数と就業率の見通し＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（就業者数の長期的な減少は不可避と考えられるが、医療福祉分野での人材確保や活
力ある経済の維持を考えると女性、高齢者等をはじめとした一層の労働参加が不可欠）

教39-40
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＜労働力人口の推移＞
（労働力人口に占める65歳以上の者の比率は上昇）

＜出所：『高齢社会白書（令和4年版）』第１章第２節図1－２－１－９＞

教39-40
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＜高齢者の就業率の国際比較＞

＜出所：総務省統計局HP https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1135.html＞

（日本の高齢者の就業率は、主要国で最高）

教39
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＜雇用者の就業形態別の状況＞

＜出所：『労働力調査』基本集計2021年度統計表１－１表抜粋＞

Ⅳ 非正規雇用の問題

（正規の職員・従業員は 26 万人の増加，
非正規の職員・従業員は 26 万人の減少、割合は34.6％） （万人)

男女計 男 女
雇用者の就業形態別　2021年平均　 対前年 対前年 対前年

実数 増減 増減率 実数 増減 増減率 実数 増減 増減率
(％) (％) (％)

6667 -9 -0.1 3687 -22 -0.6 2980 12 0.4

521 -5 -1.0 385 -6 -1.5 136 1 0.7

139 -1 -0.7 27 0 0.0 112 -1 -0.9

5973 0 0.0 3256 -14 -0.4 2717 14 0.5

5629 0 0.0 2994 -16 -0.5 2635 15 0.6

3565 26 0.7 2343 -2 -0.1 1222 28 2.3

2064 -26 -1.2 652 -13 -2.0 1413 -12 -0.8

1455 -18 -1.2 340 -8 -2.3 1116 -9 -0.8

パ ー ト 1018 -6 -0.6 123 1 0.8 895 -7 -0.8

ア ル バ イ ト 438 -11 -2.4 217 -8 -3.6 221 -2 -0.9

140 2 1.4 53 -1 -1.9 87 2 2.4

275 -4 -1.4 147 1 0.7 128 -5 -3.8

113 -3 -2.6 71 -4 -5.3 41 0 0.0

81 -4 -4.7 41 -2 -4.7 41 -1 -2.4

労働者派遣事業所の派遣社員

契 約 社 員

嘱 託

そ の 他

家 族 従 業 者

雇 用 者

う ち 役 員 を 除 く 雇 用 者

正 規 の 職 員 ・ 従 業 員

非 正 規 の 職 員 ・ 従 業 員

パ ー ト ・ ア ル バ イ ト

就 業 者

自 営 業 主
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＜非正規雇用労働者の割合の推移＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

教41-42

（1989年から2019年で、男性8.7％⇒22.9％、女性36.0％⇒56.0％に上昇）
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＜非正規雇用労働者が現職の雇用形態についている理由＞
（男性・2019年）

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（増加の背景には、働く側の意識とともに、雇用者側での人件費の抑制
志向、人材確保のための短時間労働者としての活用等の事情が存在）

教41-43
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＜非正規雇用労働者が現職の雇用形態についている理由＞
（女性・2019年）

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（増加の背景には、働く側の意識とともに、雇用者側での人件費の抑制
志向、人材確保のための短時間労働者としての活用等の事情が存在）

教41-43
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＜正規雇用労働者・非正規雇用労働者の賃金カーブ＞
（年齢階級別・時給ベース・2019年）

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（非正規雇用をめぐる課題として、不本意非正規の問題のほか、
正規雇用との間での賃金や教育訓練の格差が存在）

教43
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＜男性雇用者世帯のうち共働き世帯と専業主婦世帯の推移＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（夫婦の働き方は、専業主婦世帯中心から共働き世帯中心へと転換）

Ⅴ 労働環境の変化 教43-44
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＜女性の年齢階級別就業率の変化＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（女性の就業率のいわゆるM字カーブ問題は解消に向かっている）
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＜高齢者雇用：改正高年齢者雇用安定法＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第２章第４節＞

教45
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＜高齢者雇用：改正高年齢者雇用安定法（続）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第２章第４節＞

教45
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＜大学卒業後の状況の推移＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（「就職氷河期」（1993～2004年学卒）世代の働き方の課題は今なお残っている）

教45-46
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＜「就職氷河期」世代の雇用形態等の内訳＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第１章第３節＞

（再チャレンジ施策など累次の若者雇用対策⇒依然として、様々な課題に直面）

教45-46
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＜仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）＞

＜出所：厚生労働省HP https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudouzenpan/tyouwa/index.html＞

教46
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＜仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）＞

＜出所：『厚生労働白書（令和2年版）』第２部第１章第８節＞

教46

（男性の育児休業取得率は大きな課題）
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＜参照資料＞
国立社会保障・人口問題研究所『日本の将来推計人口（平成29年推計）』

（http://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2017/pp_zenkoku2017.asp）

厚生労働省

「令和２年（2020）人口動態統計（確定数）の概況」
（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei20/index.html）

「出生に関する統計」の概況（用語の解説）
（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/syussyo-4/）

厚生労働白書

「令和2（2020）年版（令和時代の社会保障と働き方を考える）」
（https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/19/index.html）

「令和3（2021）年版（新型コロナウイルス感染症と社会保障）」
（https://www.mhlw.go.jp/stf/wp/hakusyo/kousei/20/）

内閣府：高齢社会白書
令和4（2022）年版（高齢化の状況及び高齢社会対策の実施状況）

（https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2022/zenbun/04pdf_index.html）
総務省統計局

「人口推計」（令和2（2020年）） （2021年3月22日公表）
（https://www.stat.go.jp/data/jinsui/pdf/202103.pdf）

労働力調査 用語の解説（https://www.stat.go.jp/data/roudou/definit.html）
基本集計2021年（令和3年）平均結果
（https://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/nen/ft/index.html）


